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審    査    の    要    旨 
 
本論文は、第二次世界大戦後の日本における、戦没者遺族運動による戦没者再評価の過程を検証する
ことによって、第九条のある日本国憲法下で再軍備ができる論理、英霊のおかげで現在の平和日本があ
るという論理の解明を行なった意欲的な作品であり、保守派の平和論の解明のために、研究史上、重要
な位置を占める。戦後遺族運動のなかで、戦没者を犠牲者＝受難者としてか、それとも殉道者＝貢献者
として位置づけるのかの揺れ動きを、占領軍や保革政治勢力との関係をふくめて克明に行なった。戦没
者の死のおかげでふたたび戦争をしない平和国家を建設できたという論理では、戦没者の死を犬死とさ
せてしまうという思いが、一部の遺族にはある。戦没者遺族たちが、英霊が平和国家の礎を築いたと考
えたいという、理解しにくい論理を本論文は解明した。戦後の議論の中には、平和のための軍備という
論理があるが、そこでは反戦と平和が解離している。そのような論争の状況に対して、著者は三好十郎
の国家を超えた反戦・平和論を対置し、新たな反戦思想の構築の可能性を示した。論を展開する上で、
遺族運動論と三好十郎論の接続が突然さを感じさせる、運動史として読めば、遺族運動の中心的担い手
や財政分析、政治勢力との関係をより叙述してほしいなどの指摘もあるが、思想史として叙述されてお
り、反戦・平和思想研究としては学界と社会に貢献するところが大きいと判断される。 
平成２７年１月２１日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行なった。なお、学力の確認は、
著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第１０条（３）に該当することから免除し、審議の
結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
よって著者は、博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
